
自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 竹の塚あかしあの杜のぞみ

秋を満喫

のぞみイマジネーション

水風船に絵の具を付けて、触感を楽しみながら色付けして
いきました。皆さんで協力しながら作成し、紅葉が見ごろ
となりました。また、キノコはカップにお好みのシールを
張り付けて、個性あふれる作品が完成しました。

少しずつ色がついて、紅葉している木に近づいていく様子
に、一番盛り上がりました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 竹の塚あかしあの杜のぞみ

招き猫

のぞみイマジネーション

9月29日は（来る福）で「招き猫の日」という事で作成
しました。大きな小判を持った招き猫は縁起物とされてお
り、左右の手どちらを挙げるかによって意味が違い、右手
を挙げた場合は「金運」、左手を挙げた場合は「人を招
く」とされているそうです。猫の形に切った用紙に左右の
手どちらかを貼り、大きな小判には、右手を貼った方は
「お金」、左手を貼った方は「友達」と書いて思い思いの
招き猫を作成していました。

招き猫の意味を学べました。左右の手どちらにするか考え
ながら楽しく作成できました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 綾瀬なないろ園

クリスマスの壁絵

NANAIROの文字を厚紙を使用して切り取り、ご利用者の
好きな色で塗り絵。トレーシングペーパーを利用したクリ
スマスツリーの壁飾りもきれいです。アイデア盛沢山の作
品となっています。

クリスマスをイメージしながら楽しく作りました。

説明

感想

綾瀬なないろ園 生活介護事業



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区綾瀬福祉園

12か月のモチーフ

石毛 和美

1年間を通して、その月の事といえば何かを利用者さんと
相談し、季節を感じられるように描きました。手描きの良
さや、その月ならではのモチーフを楽しんでご覧ください。

少しずつ増えていくのが楽しかったです。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区綾瀬福祉園

人たち

月足 真基

たくさんの「人」が描かれています。その「人」たちはお
母さんや自分、友達だそうです。すべての「人」の顔は、
笑っていて楽しそうな様子で描かれています。

見ていると温かい気持ちになる絵です。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区綾瀬福祉園

12匹の猫

石毛 和美

大好きな猫を沢山描きました。様々な表情の猫がいて、1
匹ずつ違います。それぞれの猫がどこで過ごしているのか、
どんな関係なのか等、色々な見方をしてみてください。

いろいろな猫を描きました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区デフケア・クローバー

布ぞうり・キャンドルホルダー

足立区デフケア・クローバー

足立区デフケア・クローバーは、主に、高齢聴覚障がい者
へのサービスを行っています。創作活動や体操・ゲームな
どの身体活動を通して、また来たいと思ってもらえる場所
を提供しています。布ぞうりは着古したＴシャツを持ち寄
り、ひも状に裁断して編んでいきました。キャンドルホル
ダーはガラスコップにアクリル絵の具を筆や刷毛やスポン
ジを使って色付けし、ステンドグラス調に仕上げました。

編むのは難しかったですが、履くのが楽しみです。重ねた
色の変化が綺麗で楽しかったです。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

切り絵のカレンダー

鈴木一真

お祭りの原画の切り絵です。カッターを使って、細かいと
ころまで時間をかけて仕上げました。曲線が多いのでカッ
ターが滑らないように注意しながら、紙の向きを変えなが
ら丁寧に切っていきます。

すごく難しかったです。特に細かいところが大変でした。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

切り絵

濱本悠太

着物を着た髪の長い少女の原画の切り絵です。髪の毛が風
になびく曲線と細い線に注意しながら指先に力を入れて
切っていきました。着物の模様も細かいので切り落とさな
いように仕上げました。

難しかったけど、頑張りました。うまくできたと思います。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

切り絵

竹内大悟

日本の原風景でもある京都の清水寺に向かう五条坂の切り
絵です。遠近感を出すために塔にたどり着くまでの景色の
細かいところにも注意をはらって、時間をかけて丁寧に仕
上げました。

大変でしたが、細かいところも切り抜くことができました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

貼り絵
堀江悠斗

月夜の火の鳥です。火の鳥が火を吹きながら空を舞ってい
る様子を、リアルに貼り絵で表現しました。月夜の美しさ
も描いた作品です。

火の鳥が吹いている炎にこだわって作りました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

切り絵

阿部雄輔

日本の寺院の原画の切り絵です。建物ばかりでなく、周り
を囲む樹木の一枚一枚の葉の細かいところまで気をつけて
仕上げた作品です。

大変だったけど、アート展に出せるような作品になってよ
かったです。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立栗島中学校

四季の草花
栗島中学校特別支援学級生徒〈1，2，3年生〉

工作用のカッターを使って四季折々の草花の図案から選ん
で切りました。最初は、直線を切る練習から始めました。
簡単な図案から少しずつ曲線の入った図案や太い線から細
い線の図案、細かな図案…と自分の進度に合わせて図案を
選び、作品作りをしました。クリスマスリースは、学校で
育てたサツマイモの蔓（ツル）を輪にして、きれいに飾り
つけをしました。

説明



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あしなみ 萌作業所

ポストカード

M．J

今年友人に送ったカードです。

お蔭様でイラストの練習を1年半続けられました。作業所
の皆さん、応援ありがとうございました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 西新井ひまわり工房

メリークリスマス

西新井ひまわり工房パステルアートクラブ

西新井大師から南へ徒歩10分ぐらいの所にある、障がい
者の通所施設です。生活介護事業(作業訓練型)で、受注し
た作業を中心に活動しています。作業以外の活動として毎
週金曜日にクラブ活動をしています。４つあるクラブ活動
のひとつに「パステルアートクラブ」があります。講師を
招いて毎月１回活動しています。様々な色のパステルを合
わせたり、型を使ったりして、ご利用者さんそれぞれの感
性で素敵な作品ができあがりました。

クラブメンバー総勢13名が、「クリスマス」をテーマに
作りました。大きなクリスマスツリーや、たくさんの飾り、
「Merry Christmas」の文字の全てをクラブメンバーが
パステルで作成しました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 西伊興ひまわり園

空と仲間たち

Y・T

この作品は、スクラッチアートで描いた鳥達を載せていま
す。背景には虹を描き、鳥など可愛く描かれた生き物達が
空を自由に飛んで楽しく過ごしている様子が描かれていま
す。スクラッチアートならではの色鮮やかな様子がとても
綺麗な作品となっております。

楽しかった！

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 西伊興ひまわり園

森の仲間たち

Y・T

この作品は、スクラッチアートで描いた虫や動物達を載せ
ています。背景には花を描き、カブトムシやカタツムリ、
リスなど可愛く描かれた生き物達が花に集まり、楽しく過
ごしている様子が描かれています。

楽しかった！

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 西伊興ひまわり園

海の仲間たち

Y・T

この作品は、スクラッチアートで描いた海の生き物を中心
に載せています。背景は海だと分かるように色紙で装飾さ
れ、カニ、クジラ、ペンギン、クラゲなどの可愛く描かれ
た海の生き物達が海中を自由に泳いで過ごしている様子が
描かれています。

楽しかった！

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 西伊興ひまわり園

思いをかたちに

創作クラブのメンバー8名が思い思いに筆を走らせて作品
を作りました。計12個の作品を大きな1つの額に入れ、1
つの作品に仕立てています。黄色1色で丸を描いたもの、
薄ピンク色で全面を塗ったもの、いくつかの色を重ねて着
彩したもの等、一人一人の個性が表現された作品となって
います。

楽しく作品作りに取り組むことが出来ました。

説明

感想

創作クラブ一同



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 西伊興ひまわり園

紅葉狩り

Y・M

近隣で採集した落ち葉やドングリと作者の手形を組み合わ
せた作品です。黄色の画用紙中央にある茶色の手形を紅葉
に見立て、その周りを採集した落ち葉やドングリで装飾し
ました。

楽しみながら作りました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区障がい福祉センターあしすと 社会リハビリテーション室

希望の虹
石川有利

縦２５センチ、横３５センチの画用紙に大きな虹が描かれ
ています。大きな虹は七色で、上から赤、オレンジ、黄色、
黄緑、緑、水色、紫の順になっています。それぞれの虹の
ラインは１センチ四方の折り紙がとても細かく重ねて貼ら
れており、虹の向こうには画用紙の青が青空となって、そ
こに白いクレヨンでふんわりと白い雲がふたつ、描かれて
います。のびやかでダイナミックな虹からは元気やパワー
が感じられます。

息子がこれからすくすくと希望にあふれて育ってほしいと
いう願いをこめて作りました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター

料理しちゃうぞ！

渡辺百合子

一年間に描いた絵手紙の中で、おいしそうなものを集めま
した。ポイントは・・・真ん中の包丁です。

楽しかったです。

説明

感想



自由

サンタがやってくる

谷口正幸

12月といえばクリスマス！世界中のみんなが「わくわ
く・ドキドキ」しています。サンタ・トナカイ・クリスマ
スツリー。素敵なクリスマスになるよう思いを込めて作り
ました。

楽しく描きました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由

あっという間

島田Desu

夏から秋の柿、そして冬の一大イベントであるクリスマス
と、１年があっという間に過ぎていく様子を表現していま
す。ちなみに夏の花火があっという間に消えてしまう事も
踏まえています。

過ぎるとあっという間。１年もっと変化のある年にしたい
な。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由

ベジタリアンの味くらべ

芦川恒男

夏から秋へ変わる頃のおいしいものを集めました。野菜や
フルーツのみずみずしい感じと口いっぱいに広がる旨味。
「見ているだけで食べたくなっちゃう」そんな様子を楽し
めます。

おいしそうでしょ。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由

障がい者手帳入れ

林淑美

障がい者手帳やカードを入れるためのケースです。皮の
キャメルとよく合うようにステッチを茶色にしてバランス
よく仕立てました。使い込んでいくとさらに味が出て素敵
な風合いになると思います。

一つ一つ手作りして出来上がっていく様子を見ていると作
るのが楽しいです。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由

チョウも鳥も飛ぶ
朝賀 敏夫

四季のものを集めました。

頑張りました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由

バラエティ
上江洲 初美

1年かけて描きました。バナナ、さやえんどう、にんにく、
花、かぼちゃをバランスよくちりばめ1つの作品にしまし
た。

一生懸命、頑張りました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由

トマート・サンタ・キャロット氏

谷口、芦川、上江洲

利用者の方のハガキを並べている時に利用者の島田Desu
さんから「谷口さんのサンタと芦川さんのトマトと上江洲
さんの人参で、ひとりのサンタができるんじゃない」と提
案があり誕生した合作です。

素敵な作品になりました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

干支カレンダー

毎ちゃん

病気によって体の自由がなくなり、食事から身支度まで他
人の手を借りています。口にくわえた筆で絵を描いていま
す。魚や花はいつも目に入っていても龍は見たことがない
動物。春のさくらやあさがお、犬、猫は好きな動物です。
手に取ることは出来なくても、カレンダーに描かれた絵を
見ると心がほっとして気持ちまで温かくなります。だんだ
んと力がなくなってくることで絵にも力が足りなくなりま
す。力のある限り、カレンダーを作りたいなあ。

ようやく出来上がったのでほっとしました。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉園

秋から冬ころもがえ
アッコさん

昨年は夏がとても長く暑かった事や、秋が少なく冬が来て
しまったため、季節をゆっくり感じる事が出来ませんでし
た。季節の移り変わりや、その時にしか感じられない空気
をイメージして作りました。感じたままに色をつけて、そ
の時のイメージで枯葉や小枝、ドングリなどを絵の周りに
つけました。

作っている時、楽しかった。特にツリーを頑張って作った。

説明

感想



自由
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 谷在家福祉園

フォトぽんぽん
YASU

カメラで写真撮影をするのが好きな方が作った作品です。
ご自身で撮った写真を選び、白い画用紙に貼り付けました。
街の風景やシャボン玉、青空、支援員の背中など普段から
作者が見ている景色がたくさん映っています。

手でグーサインを作り、よくできたことを表現されていま
した。

説明

感想



手芸

毛糸ポンポンリース

石川 敬子

ご本人の好きな色の「ピンク」と「むらさき」を使って
リースを作りました！フォークや自分の手にも毛糸をグル
グル巻いて、色んな大きさのポンポンができました‼

かわいく出来たので、見て下さい♡

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会竹の塚あかしあの杜きずな



手芸

クリスマスツリー リース

Bグループ

今年も残りわずかとなり、みんなが楽しみにしているクリ
スマスをより楽しく過ごすために、利用者さんたちとツ
リーやリースを手作りしました。
皆で協力して作ったツリーとリースでMerry Christmas。

折り紙でトナカイやベル、ひいらぎやサンタクロースを
折った時の様子は、楽しそうに折る方や、苦戦しながらも
折りあげた時の達成感でみんな笑顔があふれていました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 綾瀬あかしあ園



手芸

カラフルカップケーキ

Aグループ

皆さんで一つ一つ好きな材料や装飾を選び、思わず食べて
しまいそうになるほど可愛くてカラフルなカップケーキを
作りました。カップケーキの上やカップについている可愛
くて素敵なイラストは、一人の利用者の方が一枚一枚気持
ちをこめて書かれています。ぜひ注目しながら見て頂けた
らと思います。

作成中は皆さんとても集中して飾りつけをされていて、ま
るで本当のパティシエのようでした。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 綾瀬あかしあ園



手芸

コットンベイブ

Cグループ

「ふくしまオーガニックコットンプロジェクト」に参加し
て綿花を栽培しています。5月に種をプランターにまきま
した。7月には花が咲き始め、8月になると綿の実が付い
て収穫が始まり、たくさんの綿を収穫することができまし
た。収穫したコットンの実で作った、人形とひつじの
「コットンベイブ」です。

土から小さな芽が顔を出すと成長を見守るのが楽しくなり
ます。水をあげて、手入れをしながら大切に育てました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 綾瀬あかしあ園



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

グループホーム ボヌール

私のパッチワーク

WAKA

大好きな花柄の生地を中心に使い、どこに使っても合うよ
うに、また色目をマルチになるように工夫しました。大き
さを合わせるのに苦労しました。ひとめひとめ手縫いで作
成しています。

花柄が大好きなのでお気に入りです。

説明

感想



手芸

ケーキのティッシュケース

WAKA

プラスチックの箱ティッシュケースをケーキの様にデコ
レーションしました。レジンの茶色を側面に塗りスポンジ
のイメージが出るように工夫し、粘土でクリームを表現。
トッピングの砂糖菓子は金平糖のような色合いのポンポン
を使用しています。

糖尿病治療中はケーキが食べられなかったので、眺めて我
慢しました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

グループホーム ボヌール



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

エプロン
岡川由幸

ボタン付けとミシンかけの練習を目当てに好きな色を選ん
で、製作しました。調理実習や家での手伝いの時などに使
う予定です。

ボタン付けもミシンかけもうまくいきました。

説明

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

スウェーデン刺繍
甲斐咲菜

自分の好きな図案を選び、一針一針丁寧に時間をかけて仕
上げていきます。３年間取り組んでいるうちに上達し、目
のそろった美しい作品に仕上げられるようになりました。

これはペンケースです。早く使いたいです。

説明

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

スウェーデン刺繍
川村 陸

自分の好きな図案を選び、一針一針丁寧に時間をかけて仕
上げていきます。３年間取り組んでいるうちに上達し、目
のそろった美しい作品に仕上げられるようになりました。

難しかったけど、頑張って作りました。

説明

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

スウェーデン刺繍
大貫優弥

自分の好きな図案を選び、一針一針丁寧に時間をかけて仕
上げていきます。３年間取り組んでいるうちに上達し、目
のそろった美しい作品に仕上げられるようになりました。

上手にできて、満足しました。

説明

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区立伊興中学校

エプロン

長谷川佳輝、石井翔大、善方 勝、三澤大和、赤城駿一郎

ボタン付けとミシンかけの練習を目当てに各自で好きな色
の布を選んで、製作しました。調理実習や家での手伝いの
時などに使います。作ったエプロンを家族にプレゼントし
た人もいます。

早くエプロンを着用して料理をしたいと思いました。

説明

感想



第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あだちの里 江北ひまわり園

水筒入れ

作業訓練型もくれんグループ

お昼休みにコツコツと手芸で作られたものです。好きな色
の生地を選び、柄もご本人が選び縫われています。

今年初挑戦の手芸でしたが、楽しく作成することができま
した。

説明

感想

手芸



手芸

幼い日の思い

アコちゃん

絵本でメルヘンチックな街並みを見て、こんな街に住んで
みたいと思い、作品を選び刺繍を完成させました。明るく
微笑む花売り娘は、私達にも語り掛けているようです。

刺繍を続けることが私の生きがいです。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

個人作品



手芸

食卓に花を添えて

アコちゃん

いつも私に食事介助をしてくれるお嫁さんに私からのプレ
ゼント。思いやり溢れたまなざしに感謝、感謝。いつもあ
りがとう。恵まれた家族と共に過ごす毎日に幸せを感じて
います。

テーブルセンターを囲んで食事を楽しんでいる家族を表現
しました。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

個人作品



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

カギばりあみベスト袖ナシ
関根

私は８０才になり、最後の作品です。目もよくないので
やっとの思いでつくりました。次回の作品展は難しいと思
います。

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

十二支 干支 辰

アリス

想像上の動物である龍は十二支の５番目。目はギラギラ、
口は大きくヒゲは長くのび、ゆうゆうと空中をかけめぐり
ます。ちょっと怖い動物かな、でも心優しく見える動物で
す。顔は怖くても見る人によって心に感じる事はいろいろ
でしょう。今年一年辰に見守られて楽しく元気に生活でき
たらと龍にあやかって遠くまで行ってみようかな。元気に
走ってみましょうか。出来れば飛べる足が欲しいですよ。

怖い物に見える物、細かい所が多く、時間のかかる作品で
した。出来上がったときは、優しい心になりました。

説明

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

タペストリー大手まり

すずめ会

小さなパーツを組み合わせ、台座に動物や花を貼りつける
手作業が大変でした。布の合わせなどは手に汗が出ます。
動物等３連続けて飾ればほっとします。大きな手まりも
パーツが多く色とりどりに、ころころ動いてかわいくなり
ました。

みんなで手分けして作りました。よくできました。

説明

感想



手芸
第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

足立区肢体障害者福祉協会

手ぶくろ人形

エビちゃん

手芸用の手ぶくろを頭、手、足に分けてそれぞれのパーツ
を縫い合わせました。顔の表情を作るのが大変でした。

思った以上にかわいく出来ました。

説明

感想



陶芸

元気でやってます
松島和男

おいしいお酒を楽しむための「つまみ」をのせるお皿です。
つまみが活きるように形にこだわって作りました。

両手がしびれながらも毎回楽しくやっています。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



陶芸

何を入れようか

尾鷲

テーマはまだ決まっていませんが、抜群のセンスと経験か
ら生まれた作品です。左手だけで作ったとは思えない技術
力にも注目してください。

職人の技を見てください。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



陶芸

サンタのニューヨク

福岡宏

初めは物入を作ろうと思っていましたが、出来上がってみ
ると「あら、びっくり」サンタのニューヨクにピッタリ！
な作品となりました。

土をいじると気持ちが明るくなります。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター



陶芸

ひなたぼっこ

おーちゃん

ニコニコにっこりにこちゃん。

土をいじると「あんな気持ち」「こんな気持ち」・・・が
沸いてきます。

説明

感想

第４２回 ＡＤＡＣＨＩ 障がい者アート展

社会福祉法人あいのわ福祉会 神明デイサービスセンター


